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南島原市南有馬町原城天草丸 大江貝層の化石員類
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I.は じめに

原城天草丸 (北緯 32° 37′ 38〃 0東経 130°

15′ 04〃 )付近の金比羅紳社南崖に局所的に大

江貝層が露出する。本層は遠藤誠道(1935)**発

見、鎌田(1964)に より大江員層と命名された。

本層や小利イグニンブライト[井上(1953)の複輝

石安山岩灰石、大塚ほか(1995)の Oy:大屋火砕

流堆積物=Ot:ノlヽ利火砕流堆積物を再定義]は、

過去に貝殻や炭化木による年代測定が行われた

が、これまでに層準に見合った年代値は得られ

ていない[渡辺 (1982)]。 大江貝層の10m東崖に

発達する小利イグニンブライ ト
***は
永い間

阿蘇-4火砕流と混同されこれらの年代決定を妨

げて きたが、 渡辺 (1982)に より御領凝灰岩

(=Oya tf)に 対比され、大江層は阿蘇-4火砕流

に被覆[渡辺(1982)]さ れる下末吉期の堆積物[渡

辺・益田(1983)]で あることが明らかにされた

(表 1,図 1)。 大江層は有明海研究グループ(1965)

に再定義され、中部に介在する貝層のみを大江

貝層としたが、下部層と上部層にも少量の員殻 0

骨針・海棲珪藻等を伴うことから、本報告では

早田(1964b)に従いこの崖の貝殻混 じり砂礫層

全体を大江員層と呼称した。下山ほか(1999)は、

九州の後期更新世の地殻変動様式を検討して大

江貝層をステージ5e(ア イソトープステージで

約 12.5万年前 )と し最終間氷期の下末吉層に対

比 している。最近、中尾(2006,2007)は 、加津

佐層および北有馬層の堆積相と貝化石相につい

て研究 し、アワジチヒロ
※
(現生種=本貝層には

未発見)が多産する事を報告した。

大江貝層については、 AMANO(1953)、 鎌田

(19641、 早田(1964bX有 明海研究グループ(1965)

等が小利イグニンブライトや阿蘇-4火砕流堆積

物の層序を誤認 したまま貝類目録(50…69種 )を作

成 した。筆者は1993年に崩落した大江貝層から

15種を追加採取(表2)し たので報告する。

Ⅱ.大江貝層とその付近の地質

駒崎鼻海岸には大屋層を被覆する層厚約 1.2

mの北有馬層最下部礫岩があり、その基底部に

は yoιαθんια綱ッsん jrα sθj(Bavay)(ア ワジチ

ヒロ),R“ごjι ttθ s sp・ (ア サリ)の印象化石を

伴っている。旧南有馬商業高校東崖下の畦(標

高5.Om)に は ScOρんαrcα sp。 (サルボウ)の 印

象化石密集薄層(黄褐色火山性粗粒砂岩=北有馬

層の一部と推定)が見られ、上位を層厚約1.5～

4mの北有馬層と層厚約 8mの阿蘇-4火砕流堆

積物に被覆されている(表 1)。 三の丸北方の北

有馬層 [渡辺 (1982)の 大江層 ]中 には特徴的な

ルιcθ rαιιじ麓 sp.(△形珪藻)が産出する。大江

*長崎市八つ尾町26番 15号     **有 明海研究グループ (1965)p.44.    *** 当時は井上 (1953)
を除き新期阿蘇溶岩・阿蘇溶結凝灰岩等と誤認されていた。   ※旧称 :ヤ グラニシキ
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南島原市南有馬町原城天草丸 大江貝層の化石貝類 :

(ロ ッドは10cm)

図版 I

田島 俊彦

※ 貝類のスケール :方眼の 1目盛は10mm

イシマテ

フルイガイ

ー 3-

大江貝層全景

大江貝層を被覆する阿蘇口4火砕流堆積物 マツヤマワスレ

ホクロガイ

ベニフデ アサジガイ

イ トカケガイ
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図 1 大江貝層付近の模式的地質断面図
:大屋層 2:だ齋Uイ グニンブライト 3:大江貝層(下部層)4:大江員層(中部層)
5:大江貝層(上部層)6:阿蘇-4火砕流堆積物 7:腐植土

貝層の下位には大屋層(灰緑色火山性泥岩～砂

岩、走向・傾斜N83E・ 18S、 層厚約10m+)と小

利イグニンブライト(走向 0傾斜E―W012S、 層

厚 4。 2m)が見られる。大江貝層は、これらが侵

食されてできた凹地を埋める外浜―前浜―後浜堆

積物であり、次のように 3区分され、層内には

軽微な斜交層理がみられる(図 1,図版 I-1,2)。

下部層(層厚3.5m+):基底部(大部分は汽水成)に

多量の小利イグニンブライトの大～巨礫岩塊を

伴う石英一チャートーホルンフェルス等の小～中

礫混じり暗黄褐色火山性粗粒砂岩～泥岩層およ

び極粗粒砂岩～泥岩層で、珪藻 0哺乳動物の歯

[早田(1964b)]・ 巻貝 0樹幹・葉・花粉化石を挟

在し、下位岩類にアバットしている。本層は地

下水で湿り、容易に掘削できる。

中部層(層厚2.Om± ):マ テガイ_ア カニシ 0石

英…チャートーホルンフェルス等の小～中礫混 じ

り灰白色コキナ層(図版 I-3)と少量の灰色小礫

～暗黄褐色火山性小礫層で、大量の貝殻―貝殻

小片・サンゴー石灰藻 0有孔虫―海棲珪藻―骨針

化石を挟在し、最下部には両殻の揃ったマガキ_

ハイガイが薄い化石層をつ くって多産する。

CaC03溶脱を受けた本層は固結度が低く乾燥し

ている。

上部層(層厚4.Om± ):少量の員殻片と骨針・海

棲珪藻・石英一チャートーホルンフェルス等の小

～中礫混じり火山性泥岩～極粗粒砂岩～小礫岩

層～泥岩層および黄褐～灰白色火山性中礫岩～

極粗粒砂岩～火山性極粗粒砂岩～泥岩層等の互

層からなる。本層は崖の上部にあり良く乾燥し

泥―砂―礫は崩落しやすい。

渡辺(1982)の大江層は、天草丸の大江貝層を

除いて原城地域では大部分が北有馬層 [田 島

(1996)]で あり、本丸南岸、標高約7m付近およ

大江貝層を構成する礫岩は、口之津層群最下部の向小屋礫岩層に類似し、九州山地に由来する花商岩～閃緑岩、
アルコース～礫岩～砂岩、チャート～ホルンフェルス、千枚岩～絹雲母石英片岩(長崎変成岩類は見かけない)、
片麻岩、安山岩、玄武岩等からなり、各層内の泥質部にはバブル型火山ガラスが多量に含まれ、最上部を層厚0。
7-1.6mの 阿蘇-4火砕流堆積物 (afa*― pfd*:85-90ka**)に 被覆[海成層上限高度

***図版 I-2,X― Yの標高11.6m]さ れ
ている。
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南島原市南有馬町原城天草丸 大江貝層の化石貝類

表 2 大江貝層産の化石貝類
丁able 2口 MoHuscan Fossils from the Oe she‖  bed

CASttROPODA 腹 足 類 (巻 員 類 )

=::IIIIII
♀&Z響協競黎鷺翻街lg写で理筆鷲塁冗ぶVatt「と.空7三

`.lIIII11。
露 ″ 競 F縫絣 甥
13.P羹mθJtta rsan議 7″″″餞フθθ(Lamε
14.働ゎ"“ (助“

わJr/7yslわ砕
“15.物″

“
′物ヮι僣伽 リ ノaatt G〔

16.動わμθ働
"Cal10Saぃ

.Ada;り
}才 鷺γり.ず′冒ダ

`.I.IIoI.∵

i17.Glossattγ グの夕η (Rёding)ツメタ

132鶴 脇 L;翼男 霧 ザ に な:ダメι   畏ビ1■夕″ F町里.F.Iil∵ .
20.θ鷺フリ
"ρ
た0たの as/a/7“ Kurodaオニサザエ・…………………………

21.gθ
`わ
昭 わ雄 〃 (Lischke)カゴメガイ・…………………………………………・

;生    だ:旨:デT靭 /1F勇
募 チ 1・IIIIII。 .

24口 雄 わ r//7θし曰動

“

筵ガたブカ3" (Sm‖
25.Z"ra脅 屁ブ劇筋施″お A.Adamsノ ミニナモドキ ・…………………………

11111111111111
30.巌勁滋 rOSaσθ′(Reeve)べ ニフデ ・……………………………………・…・

註協幾筋辮部縦解墨多lイ年1■■1・ロ
34./κhitectonica lわ働わθ廃,(HindS)クルマガイ ロ…………………………………
35日 ar/iJ9θ zゎ 伽 たガ (Da‖ &Battsch)ド ウンケルクチキレ・………………………
36.ん協

"hina trica試

na″ (Linnaeus)イ ソチドリ・…………………………………………

SCAPHOPODA 掘 足 類 (つ の が い 類 )

37.Denra//ilrya sp.ッノガイ類 ……………………………………………………

PELECYPODA 斧 足 類 に 枚 員 類 )

誌 1lZll見 ζ′ζみ」F[」配 自
j[  

挙 .口 iIIIIIIIIII∵ .11・口i■ ■ 1∵。
・

I.

40"己熱 a胸 ″虔剰力匂 肋η (Reeve)エ ガイ 0… …………………………………

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
□
◎
◎
◎
□
◎
□

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
□
□

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎

※ 本表の学名・和名とその配列は、奥谷編(2000)に 従った。表 2の ※ は重複記載の可能性がある。

※※ 鎌田(1964)・ 早田(1964b)の 目録は、奥谷編(2000)に より42種の学名を更新 し、和名については31.ブ ラウン

スツノクダマキー リンドウクダマキ、 32。モリシマコトツブ→ヤセシャジク、 35。オビクチキレガイ→ ドウン

ケルクチキレ、67.シ ロザルガイ→シロキクザルに更新 した。
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Ｆ

Ｆ

Ａ

Ａ

Ｆ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｒ

　

Ｒ

Ｆ

Ｆ

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

　

Ｆ

Ａ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ａ

Ｒ

Ｃ

Ｃ

Ｆ

　

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｒ

Ｆ

Ａ

Ａ

Ａ
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III

:&     鳳 ξ
ttyボ

舞

…

IIIIIIIIIII:

設 焼篇     先戦萌′.智Fり .7ソ
`.IIIIIIII肇筋幽穿腸辞:ノ嚢ぶ
=IIIIIIIIIIIIIII

IIIIIIIIIIIIIII・

p  lIIIIIII

◎
◎
◎
◎
◎
◎
□
◎
◎
□

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
□
◎
◎

◎
◎
□
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
□
□

◎
□
◎
◎

□
□
□
◎
◎
◎

鎌田 (1964)・ 早田(1964b)が 採取したもの…◎、 田島 (2009)が 追加採取したもの…□

A:Abundant…多い (30%以上)、 c i CorFmOn… 普通 (29-15%)、 F:Few… 少ない (14-5%)、
R:Rare…稀 (4-1%).

※afa*:降下火山灰、pfd*:火砕流、ka**:1000年前 理科年表、***:下 山ほか(1999)に よる。
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南島原市南有馬町原城天草丸 大江貝層の化石貝類

表 3 大江貝層の優勢種

03.Scutus″ Й泊
“

um)sわθ″S/s(Blain輌 lle)オ トメガサ(潮 -20m、 岩礫底).
04。 働 //Ji19sわ″θs/mθめ″sθ lkebe ハツカエビス(潮口10m、 岩礫 )。

08。 肋励リカ 解じitib解お (Lischke)ウ ミニナ(潮間帯下部、泥底).

09。 Cerithide∂ iCerith旋の s〃り 晰″孵虐βSた (MarJn)カ ワアイ(湾奥潮下部、泥底).
22.晨η″ κ″θsθ (Valenciennes)ア カニシ(潮間帯-20m、 砂泥底).
26.Z7晟θ/b″り ρ″ ル (Dunker)ノ ミニナ(潮間帯-20m、 岩礫).
38。 /κθ∂″わたθ Philippi ネジアサリ(潮間帯-20m、 岩礫).

39./κθ θκ//a/7θ Lamarck フネガイ(潮間帯、岩礫).
41.&劉 力 姥 β θレタ η 協 ブ J■resθa/7S(Reeve)カ リガ ネ エ ガ イ (潮 間 帯 -20m、 岩 礁 ).

42。
「
egillarca g″″θsθ (Linnaeus)ハ イガイ(内湾奥、潮間帯-10m、 泥底 )。

43./κ″ sた Wmmθ[rica(Reeve)ミ ミエガイ(潮間帯-20m、 岩礫 ).
56.o"βJ//4/Sわθttθ″s Reeve ウミギク(潮間帯-20m、 岩礁 ).
59。 句にお"″

brica″ (Lamarck)カキツバタ(10-50m、 岩礫底 ).
61.第 ssθs"θ gigas lThunberg)マガキ(汽水性内湾、潮間帯、岩礁 ).
68.θ物〃∂ノaθθ″ノ

“
Lamarck キクザル (潮間帯-100m、 岩礁に付着 )。

71。 跨 slicardium ttenノ 洸由 (Reeve)キヌザル (潮間帯…100m、 砂底 ).
73.Dxypθ″sb鋼 〃び (PilSbry)ホ クロガイ(10-100m、 砂貝殻底).
78.Sθ /a/7 StriCtus Gould マテガイ(内湾～内海奥～潮間帯、細砂泥底 ).
79.Sθ /a/7 gθ層行お Yokoyama アカマテガイ(内海～5-20m、 細砂泥底 ).
81.励 わ物 ′/7g4//as∂ (Philippi)ウ ラカガミ(内湾、潮間帯-30m、 砂泥底 ).
86.ス″たθoorb〃わ た″

“
ね (Gould)クチベニデ (潮間帯-200m、 細砂底 ).

び旧浦田観音駅西方400m、 標高約20m付近の

阿蘇-4火砕流堆積物の直下には大江員層相当層

と考えられる砂礫層(30-250cm)が 見られる。

下山ほか(1999)は、大江貝層をステージ5eと し

て最終間氷期の下末吉層に対比し、橘湾北西岸

の下釜貝層はステージ5eよ り古い堆積物とした。

Ⅲ.大江貝層と貝化石群集について

大江貝層に産出する化石員類は、腹足類36種、

掘足類 1種、斧足類49種 (表 2)と 同定不能な微

小員数種からなり、サンゴ・多毛虫・石灰藻・

有孔虫 0海棲珪藻・葉片一樹幹・花粉 0骨針化

石を伴う。本化石群集を検討するにあたり、お

もに鎌 田 (1964)、 早田 (1964b)、 鎌田・新野

(1955)、 肥後(1973)や 岡田ほか編(1965)、 奥谷編

(2000)ほ かを参考にした。

(1).大江員層の化石貝類は 86種 (表 2)で、すべ

て現生種 (温暖種)で あるが、奥谷編(2000)に 載

録されていないものが 5種 (表 2※ )あ り、 これ

らについては再検討を要する。

(2).巻員は完全なものが多いが、穴が空き割

れたものもある。二枚員は完全な左殻や右殻の

ものもあるが両殻がバラバラになり、摩耗して

穴の空いた断片もある。両殻が合した大型員は

少ないが微小員はコキナで固められ、両殻の合

したものが普通に見られる。

(3).員殻には比較的無傷なものと断片化 した

もの、蓋や靭帯がないもの、光沢が失われかけ

色彩や斑紋、套線跡、前筋跡、後筋跡が見えに

くくなっているものばかりで、殻表にはカキ、

単体サンゴ、多毛虫、石灰藻等のいずれかが付

着(図版 I-3)し ている。
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(4).大江貝層の優勢種は表3の とおりである。

図鑑と比較 してアカニシ(720g)、 マガキ(20cm)

等は巨大であり、キヌザルガイ、ホクロガイ、

アサジガイ等は小型である。

(5)。 CaC03溶 脱を受けていないコキナ層は非

常に硬い。このコキナ層には無傷な大型員類の

ほか微小貝や殻の摩耗 した小断片・有孔虫・海

棲珪藻を多量に含む。また、員類以外の肉眼的

化石としては、ウエ、サンゴ、多毛虫、石灰藻、

小枝等が混在している。

(6).巻員類の殻口には、その大小を問わず内

部までコキナが充填(図版 I-3)している。

(D.大江員層の化石群集は、潮上帯から漸深

帯までの汽水性内湾、内湾奥、内海、外海にお

ける岩礁、岩礫底、砂貝殻底、砂底、細砂底、

砂泥底、泥底等に生息していたものが波浪によっ

て集積された沿岸堆積物である。

※大江貝層に認められる19薄層については、時計

皿を使ったパンニングにより、有孔虫、骨針、

珪藻、花粉等の有無や造岩鉱物についても検討

した。

Ⅳ.大江貝層に含まれる貝類以外の大型化石

大江貝層に含まれる貝類以外の大型化石は、

表4の とおりである。

天草丸の約600m沖 には、現生のリソサムニュ

ウム群落からなる白洲が発達している。

V.鎌田(1964)・ 早田(1964b)の目録にない貝類
鎌田(1964)・ 早田(1964b)の 目録にないもので、

岡田ほか(1965)の記載に相当する員類は次の 6

種(故鎌田先生 ;未同定)で ある。

18.Eαιοんjじm sp.イ トカケガイ類としたも

のは、 小型の もの1個 を採取。 助 ιιοんjじ麓

(五砂ιιοんj“ m)Jjιわしιαんじ競 (A.Adams)コ ビ

トイ トカケガイ(図版 I-5)に酷似 しているが、

殻が薄く、殻径に比して殻長が短いので幼貝と

思われる。殻高13mm、 殻径10mm、 卵円塔形、

螺層は 5階でくすんだ黒色をし、螺層には明瞭

な板状の縦肋10条が見られる。

30,Nあ
“
Jα rια rosαθθα (Reeve)ベ ニフデ(図

版 I-0。 殻長(殻高)29mm、 殻径10mmで 丸っ

こい紡錘形、厚質堅固で小型であり7個を採取。

螺肋は明瞭で弱い成長線があり、全体としては

布目状彫刻が目立つ。螺塔は高く、螺層は 8階、

各層の膨らみは弱い。殻回は細長 く24mmの 長

さがあり、滑層には 3軸装がある。本種は現生

種よりも短くて丸っこい紡錘形をしている。

47.Lιιん9ρんαgα (Lθ jο sοιθんじs)carια(Lischke)

イシマテ(図版 I-6)。 小型のもの 1個を採取。

殻長18mm、 殻高08mm、 殻幅08mmで幼貝と

思われる。両殻合弁で円筒形、殻は薄く、内部

に白色泥岩を包有し、前縁部は丸く、後縁部は

少し細くなっていて、薄い 8条の成長線がみら

れる。本標本は、前縁～腹縁～後縁にかけて破

表 4 大江貝層に含まれるウエ・サンゴ・石灰藻など

ECHINOIDEA ウ エ 類
Hemicenわ Jνs sp.バフンウニ類と思われる殻片 ・…………………………………

乃力βθcidaris sp.ノ コギリウニ類のものと思われる大棘 ・…………………………

SCLERAC丁IN:A サ ン ゴ 類

Flabθllum G施肋ctum(M口 Edw口 et H口 )センスガイの一部と思われるもの ・……

ル名γわ照 力4/S θθ″θ五り

“

θ滅力s Yabe et Eguchi タケノコサンゴと 〃・………
a"働
"hyllia勿

グ Yabe et Eguchiキサンゴの一部と  〃 …………………
Oυ′Fangia spロ シオガマサンゴ類似の単体サンゴ ・……………………………………

Paraσθ′ご0照力r sp.タ マサンゴ類似の単体サンゴ ロ…………・10…………………

CALCAREOUS ALGAE   石 灰 藻 類
″肋θr/閣解β〃解 θ″わθSθθβs Foslie リソサムニュウム(エダウチイシモ)…………・

□

□

Ｆ

　

Ｆ

□

□

□

□

□

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｃ

Ｆ
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損している。

75。 Sθttθιθ zθわしθηsJs(Hanley)ア サジガイ

(図版 I-9)は、右殻 1枚を採取。やや小型で殻

幅が薄いのが特徴。殻長36mm、 殻高29mm、

殻幅10mmと卵円形で前後にやや長 く、膨らみ

は弱い。殻頂はやや後方に寄っている。前背縁

は後背縁よりも長く、直線的であり前後縁は丸

く、腹縁も湾曲する。靭帯跡は後位にあり、月

面と楯面は未発達である。右殻には主歯 2があ

り前側歯は明瞭で後側歯は見られない。本種は

現生種よりも成長線が明瞭であり殻幅が極めて

薄い。

76.Sθttθιθ θοrご析ソ麓jS(H01ten)フ ルイガイ

(図版 I-10)は、右殻 1枚を採取。本種は殻長38

mm、 殻高37mm、 殻幅16mm、 類円形で多少

膨らみ殻頂はほぼ中央にある。殻頂の前に小月

面のくばみがあり、後ろには不明瞭な靭帯跡と

狭く長い楯面がある。前縁は丸く後縁は丸みが

少なく殻頂から後腹隅へ弱い櫂が走り、後背縁

は少し左へ曲がる。細い成長輪肋と放射細肋と

で弱い布目彫刻を形成。さらに本種の場合、後

縁先端から不明瞭な約 6条の輪肋が見える。

83.θαJι jsια θんjんθんsjs(Holten)マ ツヤマワ
スレ(図版 I-7)は、右殻 1枚を採取。本標本は、

マツヤマワスレの幼貝と思われ、殻長40mm、

殻高27mm、 殻幅16mmと小型であり、卵三角

形で膨らみは弱く、殻頂は前方に向かい後背縁

は長い。腹縁の湾曲はゆるやかで、前後縁は円

く、殻表は滑らかで光沢が残り、殻は灰～淡黄

褐色で成長線にそってかすかな板状輪肋がみら

れ放射条線は欠如している。餃板は狭くて細長

く2主歯と貧弱な前側歯がある。

※上記6種については中尾賢一博士にご同定戴き、

助 jιοんι
“
税 Sp.に ついてはご意見を賜った。

Ⅵ.おわりに

大江貝層は潮上帯から漸深帯までの現生貝類

(絶滅種=0)を含み、上部を阿蘇-4火砕流に被覆

された海成層上限高度11.6mの 段丘堆積物であ

ることから、下山ほか(1999)に より、最終間氷

期の下末吉層に対比されている。最近の有明海

には375(+100)種 の貝類が生息[佐藤編(2000)]し

南島原市南有馬町原城天草丸 大江貝層の化石員類

ているという。今回の採取で大江貝層からは累

計86種を識別 しえたが、今後構成種を増加させ

てその特徴をさらに明確にすると共に、サンゴ、

多毛虫、有孔虫、石灰藻、珪藻t被子植物(花
粉)等の生活史を進化学的に明らかにし古海洋

学、古地磁気学的検証もおこない、ウラン系列

～光励起ルミネッセンス法等も活用して古環境

の復元を行っていきたい。

近年この崖にはダンチクや雑木が繁茂(ジ ャ

ングルや雑草捨場は除去)し、崩壊 しかけた員

層を整備・補強(石垣やコンクリー ト擁壁で被

覆 しない)し て、崩落 した試料の一部は、原城

文化センターに整理 0保存・展示し、地学教育

資料や世界ジオパークの基礎資料とすべきであ

る。

謝辞 大江貝層の貝類化石を検討するにあたり、
故長崎大学鎌田泰彦名誉教授には員化石の同定

をして戴 くと共に大江員層や下釜貝層について

の文献をご恵与戴きご指導を賜った。島原半島

南部の地質については、高橋 清、松本征夫、
大塚裕之、渡辺一徳名誉教授ならびに故竹下壽

博士には各領域からご指導を賜ると共に貴重文

献をご恵与戴いた。徳島県立博物館の中尾賢一

博士には加津佐層や北有馬層の貝化石相につい

ての文献を頂戴すると共にアワジチヒロについ

てご指導を賜った。長崎大長岡信治教授には駒

崎鼻の礫岩をご検分戴いた。長崎明誠高校川原

和博氏には原稿を読んで戴きご指導を賜った。

長崎県地学会阪口和則副会長には原稿改善に関

してのご指導を賜った。南島原市教委世界遺産

登録推進室松本慎二室長には、原城地域の地形

図 0航空写真をご恵与戴くと共に試料採取にあ

たって便宜をはかって戴いた。さらに南島原市

の原 督則氏、安子氏と長崎市の田島秀彦氏に

は、野外調査ならびに図・図版作成にあたりお

世話になりました。以上の方々に衷心より感謝

いたします。
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